
株式会社ナカシマホールディングス（物流業）

主力商品 自社トラック

〇本社所在地：東京都江戸川区

〇事業概要：一般貨物運送事業、ロジス

ティクス事業、倉庫業

〇常時使用する従業員：15名（単体・

2025年2月時点）/296名（グループ全

体・2025年2月時点）

〇現在の売上高： 6.9億円（単体・

2024年8月決算） 57億円（グループ全

体・ 2024年8月決算）

○法人番号：4011701020975

○Web：

https://www.swallowgroup.co.jp/

代表取締役
中島 祥輔

物流のトータルソリューションの提供

ますますの効率化、合理化が求められている物流業界にあって、私たちナカシマホールディングスグ
ループは、3PL (サード・パーティー・ロジスティクス)を見据えて、一歩一歩着実に歩を進めながら首
都圏輸送に取り組んで参りました。総合物流企業として一層の体型強化を図りながらお客様のベスト
パートナーであり続けたいと思います。これからも常に物流の未来を見据え、安心、安全な物流ネット
ワークを築いて、より豊かな未来への挑戦を続けてまいります。

売上高100億円実現の目標と課題

2030年までにグループ売上100億達成・上場を目標に掲げ、
年率10％程度の成長を目指す。既存取引先との関係を強化
し各社の成長に合わせた自社での設備投資を行いつつ、
M&Aにも積極的に取り組み事業拡大を行う。また、最新技
術を取り入れた経営効率化も継続的に実施する。

・M&Aによるグループ拡大：同業他社の積極的なM&Aによる
事業エリアの拡大
・先進技術の導入：AI搭載通信型ドライブレコーダーの導入
など、最新技術を利用した業務オペレーション改善
・営業部門の強化による新規取引先の開拓と物流需要の獲得
・経理業務の高度化：グループ全体の財務状況の迅速な把握
と各種指標による経営管理

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・グループ全体の経営管理を担うホールディングス機能を強
化し、各社の独立性を保ちつつ経営方針を統一
・管理部門の採用によるガバナンス強化
・社長主導で全社横断の業務改善プロジェクトを推進、業務
部門とIT部門の連携体制を強化
・ドライバー・現場職の待遇改善と育成体制の構築により、
持続可能な人材確保を実現

・グループ規模での経営管理の高度化、シナジー最大化
・社内事業ポートフォリオの最適化、不動産領域の拡大
・業務のIT化・効率化による収益性の向上
・ドライバー確保や労働時間制限など業界共通課題への対応
・サービス品質を維持しながらの事業エリア拡大
・安全運転・事故防止の徹底によるリスクマネジメント

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



売上高100億円実現に向けた体制・計画

○法人番号：7011701013472(スワローロジプロ), 1060001004308(北関東スワロートラック), 2080001010237(東海スワロートラック), 4030001063592(スワロートラッ
キー), 3030001081249(スワロートラフィック), 9011701020120(湘南スワロートラック), 9060002003409(スワロー黒崎), 9380001019002(佐藤商事), 
9070001018761(スワロー梅田)
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